
開催日：2021年5月21日
時間：08:30-16:00

オンライン開催

開催者：
香港教育大学人文学院

香港教育大学中国文学文化研究センター

香港教育大学
香港言語・文学文化国際シンポジウム：

日本と香港
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谷明月博士
香港教育大学人文学院・副院長

ご挨拶
おはようございます。講演者の皆様、同
僚の皆様、そして聴衆の皆様、ようこそ
お越しくださいました。香港教育大学人
文学部を代表してご挨拶申し上げます。
この度は、「香港言語と文学文化国際シ
ンポジウム：日本と香港」にご参加いた
だき、誠にありがとうございます。

まず、このイベントを開催してくださった
中国文学文化研究センターに感謝しま
す。コロナ禍のため、昨年の夏から延期
になりました。今日のように多くの講演
者や聴衆を集めるのは、葉倬瑋博士と
彼のチームの努力は不可欠です。このシ
ンポジウムに貢献したすべてのメンバー
に拍手を送ります。このシンポジウムを
オンライン化することで、世界中の人々
が簡単にアクセスできるようになり、今
日のテーマである「国境を越えた文化交
流」にもつながります。本日のシンポジウ
ムの講演者が発表するように、現代の言
語発展、教育システム、大衆文化など、様
々な分野でお互いに学び合っています。
日本と香港の間では、百年前からの知識

交換や、文化・言語・文学の交流が行わ
れており、現在も続いています。今日の
講演者たちも斬新な見地で発表してくだ
さいましょうか。特にこれからの基調講
演、黄英哲先生が過去二十年間の日本の
学術視野についてのお話しを伺いたいと
思います。

本学は学生が国内外のネットワークを活
用して、グローバルな視点を身につける
ように努力しています。このシンポジウム
もその通り、学術、社会、文化の間のコ
ミュニケーションは目的の一つになりま
す。そのため、学生コメンテーターの皆
さんはチャンスを逃がさないように、ラウ
ンドテーブルで意見を述べてください。お
先に皆さんの情熱に溢れた議論に感謝
いたします。

地理の距離はアイデアを共有することが
妨げられない、言語も問題ではありませ
ん。今日のシンポジウムによって、過去か
ら新たな可能性を発見、未来を見据える
角度を変えられるように願っています。 
ありがとうございます。
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ご挨拶
黃英哲先生、人文学院院長代行　古先
生、発表者の先生各位、院生と参加者各
位、おはようございます。

近年、東西問わずに香港は注目を集めて
います。実際、文学、言語、文化の面から
考えれば、香港は忘れられたことが一度
もないでしょう。我々は香港の大学にあ
る研究センターとして、香港を議論する
場所を作るのは目標であり、責任でもあ
ります。本日のシンポジウムでは、発表の
先生たちが約一世紀の歴史の旅をさせ、
香港と日本の風景、さらに中国や日本の
異なる文脈にある香港への記憶を見せ

られることになるだろう。非常に期待して
います。午後のラウンドテーブル・セッシ
ョンには、日本、中国本土、香港の若い
研究者が集まり、香港研究についてコメ
ントする予定です。素晴らしいアイデアを
共有、有意義な議論を進めるように願っ
ています。

今回のシンポジウの準備は一年以上を掛
りました。研究センターのメンバーたち
の献身的な努力、人文学部のサポート、
そして会議に参加してくださった先生の
方 、々また大学院生の皆さんに感謝申し
上げます。ありがとうございます。

葉倬瑋博士
香港教育大学中国文学文化研究センター・センター長
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シンポジウムの紹介

2021年5月21日、香港教育大学の人文
学部と中国文学文化センターが主催する
「香港言語と文学文化国際シンポジウ
ム：日本と香港」は開催された。 当初は
2020年秋に開催される予定でしたが、コ
ロナの感染拡大により数回延期され、結
局として今年オンライン会議に伴い、オ
ンライン生放送付きという形で実現され
た。 会議の開催により、このような困難
の状況で地域を越えた知識の交換がで
き、それは参加者全員のサポートのおか
げである。

シンポジウムは基調講演、文学文化セッ
ション、言語文化セッション、そして最後
のラウンドテーブルの4つのセッションで
構成されている。人文学部の副学部長で
ある谷名月博士と中国文学文化センター
のセンター長である葉倬瑋博士は開幕
スピーチに、会議のコンセプトを説明し、
学者や大学院生をご挨拶していた。

基調講演では、愛知大学の黄英哲教授
は日本の学術界が香港の文化・文学への
理解について説明した。 黄教授は前世
紀末の日本社会の香港に対する関心か

ら始まり、さまざまな著作、翻訳、講演、
セミナーなどの例を挙げ、そしてこの二
十年間の日本学界が香港への視線にお
ける変化を詳しく説明した。

文学文化セッションの司会を務めました
のは區仲桃博士である。四人の講演者
は、日本から見た香港、香港から他者へ
の視差に注目し、文学作品、文化現象、
視覚芸術など、幅広いテーマを取り上げ
た。韓燕麗教授は第二次世界大戦中の
日本の舞台劇における香港イメージに
焦点を当て、新たな視点を紹介するのに
よって香港内部にある既存言説を打破
し、さらに多くの貴重なテキストや資料
を展示した。雑賀広海博士は1960年代
後半の香港左翼運動以降に制作された
香港映画における中国の表現を検証し、
身体や風景がいかに戦略になることを論
じた。黃淑嫻教授は也斯の日本に関わ
る作品を用いて、彼の旅行手記の意味と
心理的変化を分析し、也斯の人文的な
関心や世界観を解明した。陳智德博士
は、1950年代後半に徐速の書かれた2つ
の小説を例にし、文学的・政治的な考察
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による周辺記憶への対処法を説明した。

言語文化セッションの司会を務めたのは
銭志安博士である。四人の講演者が、広
東語の発展史、使用現象、教育制度など
により、さまざまな角度から日本と香港
の間に言語文化の交流を考察した。吉川
雅之教授は、19世紀末に香港で出版さ
れた辞書や言語学習教材を調べたとこ
ろ、これらの出版物は実は同時代の日本
の学者に参照されたことがあるのを明ら
かにした。香港と日本の言語交流はまさ
に二世紀前に遡ることができる。片岡新
博士は近年の香港と日本の言語交流に
焦点を当て、日本語の言葉がどのように
香港に紹介され、その意味がいかに変化
し、さらに新しい意味が生じるのかを説
明した。劉擇明博士は日本語の言葉が
香港にての使用メカニズムを検証し、外
国語がどのように変換されて広東語の言
語文化の一部に置き換えられるかを示し
た。鈴木武生博士は香港、日本、台湾が
本土の言語に対する考え方や定義を比
較し、母語教育政策の方向性や可能性を
探っていた。

午後の時間はラウンドテーブル・セッシ
ョン、司会を務めたのは香港城市大学
の林少陽教授である。 大学院生のコメ
ンテーターたちは午前中の発表について
の感想を述べ、興味のある分野に対して
質問しました。林教授は発表を要約した
上で、発表者の発言またコメンテーター
たちの質問に対して意見を述べた。 活
発な意見が飛び交い、視聴者からの質
問も多く寄せられた。

今回のシンポジウムがオンラインで終了
は残念ですが、コロナが早めに終息する
のを祈り、今度香港教育大学のキャンパ
スで開催されるイベントで研究成果を共
有できるように期待しております。
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シンポジウム日程
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基調講演時間は発表・質疑応答を合わせて75分です。

文学文化セッションと言語文化セッションには、発表者一人当たりの発言
時間は20分です。

文学文化セッションと言語文化セッションの最後には15分の討論時間があ
ります。

ラウンドテーブルの討論時間は90分です。

ラウンドテーブルの冒頭で、学生コメンテーター一人あたりの発表時間は8
分です。それ以降の議論はセッションの終わりまでです。

1

2

3

4

5

講演規定



発表者及び題目

司会

陳國球教授 
国立清華大学 中国文学系

基調講演
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題目

基調講演

過去20年間の日本学術界が 
香港の文化・文学に対する理解

発表者

黃英哲教授
愛知大学 現代中国学部
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要旨

第二次世界大戦中、香港は日本軍に
占領・統治されたことがある（1941年
～1945年）。 2017年、アン・ホイ監督の
映画「明月幾時有」（原題）では、この
時期の日本軍の残虐性と、それに対抗
する香港ゲリラの勇敢さが描かれる。香
港大学が2018年に実施した香港人の海
外の国や地域に対する好感度に関する
意見調査によると、日本政府に好感を持
つ香港人は32.8％、年々増加に見える。
近年、香港、中国、台湾、マカオなどの
10カ国が日本人に対する好感度の調査
によると、香港人が日本人に対する好感
度は最も高く、総人口の68.1％を占め、
それに対して反感を抱く人は5.8％に過
ぎないことがわかった。

2017年の香港政府の統計によると、香
港を訪れた外国人旅行者のうち、日本
人は台湾（201万7,550人）、韓国（148
万7,670人）に次いで3位（123万100人）
となる。香港研究専門の日本学者であ
る倉田徹氏は、最近までの香港は、透
明性の高い政治・社会状況、公正なシス
テム、汚職が少ない、政治的危機の少な

いという理由で、東アジアにおける日本の
貴重な友であると指摘する。なお、両地域
は、少子高齢化問題、脱工業化、高度成長
から安定成長への移行などの共通課題を
抱えている。そのため、日本人はよく香港
に好感を持ちになる。

筆者の調査によると、1940年代以降、日
本のメディアや学者は香港の紹介や研究
の著作を発表しつづけた。特に1984年の
英中共同声明から1997年の香港返還の前
後まで、香港問題に関する著作、割に歴
史や政治に関わったものが数多く発表さ
れていた。 2002年以降、香港の社会運動
が頻発により、日本は香港に関する出版
物はさらに活発、多様化し、特に香港文化
や文学研究についての著作はかなり増加
にみえる。

今回の発表では、過去20年間における日
本の学者が香港の文化や文学に対する理
解の変化を整理しようとする。 また、これ
らの言説の中に「香港の共同体」が存在
する余地があるかを議論しようと考えてい
る。 
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発表者及び題目

司会

區仲桃博士 
香港教育大学 文学・文化学系

文学文化セッション
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文学文化セッション

題目

戦時中の日本の舞台作品における中国香港

発表者

韓燕麗教授
東京大学 総合文化研究科
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要旨

1917年に澤田正二郎氏らによって設立
された「新国劇」は、常に男性中心の劇
団であった。1931年以降、日本が戦時
体制に入いてから、新国劇は戦争をテ
ーマにした作品を演出し、好評を博して
いった。日本の演劇評論家の大笹吉雄
氏が指摘した通り、新国劇が男性劇団
という硬派のイメージは戦争時代に当
てはまる。公演記録を見ると、1931年か
ら1945年にかけて上演された戦争をテ
ーマにした芝居には、「中国」「香港」 

「中国人」という要素が多く見られた。そ
れらの戦時中に度々再演された劇は、戦
後ほとんど忘れられていた。文学や映画
と比べれば、舞台演出の形式についての
研究はかなり難しい。この発表はその際
の演出を再現することを試し、戦時中の日
本の舞台における中国と香港の表現を分
析しようとする。



60

題目

也斯と日本：『在京都火車站』から 
『尋路在京都』まで

発表者

黃淑嫻教授
嶺南大学 中国語中国文学系

文学文化セッション
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要旨

也斯が他界した前に、私は《新果自然
來》についての論文を書いたことがあ
る。それは紀行から也斯がどのように
1970年代の台湾を描いたのを議論し
た。それは也斯の最初の海外旅行であ
り、それから彼の文学と文化視野はど
んどん広がっていく。この発表は也斯の
紀行いついての研究の引継ぎである。
私は、也斯が日本を書くことは二つの時
期が分けられると考える。まず第一期は
1970年代、台湾と中国へ行った際に日
本へ回ってみた。そのきっかけで、彼は
新鮮で感動的な散文を残した。 第二期
は1997年頃、親しい日本の友人たちと

出会い、一緒に写真展や出版プロジェク
トを立って、詩、小説、散文もたくさん書い
て、也斯が一番好きな日本映画ももちろん
作ったことがある。その間に、日本は変わ
った。香港も変わった。異なる香港の文脈
の中で、也斯による紀行は記録や叙情の
文章だけではなく、異国への旅を通じて自
分の街を再考することでもある。本稿は二
つの也斯の紀行を読み、文型を比較しな
がら、異なる香港の社会文化の文脈のな
かで、民族主義の叫び声のなかで、返還
の不安のなかで、也斯にとって日本が何を
意味するかを検証しようとする。
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文化大革命後の香港左翼映画の戦略: 
『碧水寒山奪命金』の風景再現を例として

雑賀広海博士
神戸学院大学／京都芸術大学・芸術学部

題目

発表者

文学文化セッション
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要旨

本発表は文化大革命後の香港の左翼映
画に注目する。国民党を支持する右翼
映画より、1966年から1976年までの歴
史は中国共産党と密接した左派映画に
大きな影響を与えた。左翼映画は中国
共産党に中国大陸の山や川を利用した
と批判される。一方、文化大革命の影響
を受けた極左の過激な思想や運動、特
に1967年の暴動は多くの香港市民に恐
怖を与えた。このような社会状況のなか
で、左翼系の映画会社は製作を自粛し、
映画市場も縮小した。文化大革命以前
は、左翼と右翼が対等に競い合い、時に
は協力し合った時代であるが、文化大革
命以降、左翼系の映画は激減した。その
代わりに、ショウ・ブラザーズやゴールデ
ン・ハーベストなどの右翼系映画会社が
1960年代半ばから国内外の映画市場を
席巻するようになった。右翼系の武侠映
画やカンフー映画のうち、特にキング・フ
ー、チャン・チェー、ブルース・リーなど
の俳優は海外でも大成功を収めた。そ
のため、これらの右派映画は香港映画と
して知られているが、それ以外ほとんど
海外に紹介されなかった。香港映画史
を討論する際に一面しか見られないこと
が多いため、異なる角度から見直すこと
は意義があると思う。

1978年に中国共産党が改革開放政策を
打ち出してから、文化大革命中に控え目
な左翼映画会社は右派に対抗するため

に新たな映画製作戦略を立った。それは
中国大陸で撮影、目新しくも懐かしい風景
で香港の人々にアピールするという戦略で
ある。もともと中国共産党と繋げっていた
ため、左翼映画会社は右翼の方より簡単
に大陸から撮影許可をもらえる。香港に
は存在しえない、中国本土にある雄大な
自然風景は映画のポイントになる。左翼映
画にとって、中国本土の風景は実は中国の
表象である。この点について、ジョニー・ト
ーは自分の監督デビュー作である『碧水
寒山奪命金』（1980年）が、台湾や韓国で
撮影された胡金銓の作品より優れている
と考える。本稿は俳優と風景の構成、アク
ションシーン、また仏教のイメージという3
つの問題において、両方の映画を比較して、
『碧水寒山奪命金』の雄大な風景と比べ
て、俳優の自由と身体は制限されているこ
とを示しようとする。

以上の考察を通して、本稿では香港映画
の作家と呼ばれているジョニー・トーの映
画スタイルを再評価することを試してみ
る。彼の監督作品を討論する際に、デビュ
ー作が常に排除されている。しかし、実際
の場所で撮影するという製作スタイルは
最初の作品からも見られ、それは左翼の
戦略の転用と考える。
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香港文学の「歴史的記憶」について

陳智德博士
香港教育大学 文学・文化学系

題目

発表者

文学文化セッション
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要旨

香港文学における「歴史的記憶」は文化
的アイデンティティとイデオロギーに対
する思考である。異なる時代の作家は時
代の要請に応じて、「歴史的記憶」の追
憶を文学の叙情に変換する同時に、「歴
史的記憶」の脆弱や矛盾を感じ取り、別
種の「歴史」と「感情」に対する瞑想に
耽る。 本稿は徐速（1924-1981）の『櫻
子姑娘』、李碧華（1958-）の『胭脂扣』
、また董啟章（1967-）の「永盛街興衰
史」を例にして論じようとする。
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発表者及び題目

司会

錢志安博士 
香港教育大学 言語学と現代言語学系

言語文化セッション
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言語文化セッション

題目

一緒に歩く練習した日 ：々 
19世紀中頃の英語学習を振り返って

発表者

吉川雅之教授
東京大学 総合文化研究科
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要旨

香港人と日本人の交流が活発化してい
る現代社会では、香港の広東語の語彙
体系が日本語の単語（＝外来語）を借用
するのは難解の現象ではないだろう。

しかし、香港と日本の間での言葉の借用
は最近始まったことではない。 19世紀
半ば、香港が英国の支配下に入り、日本
が江戸幕府の終わりを迎えたところで、
新概念の言葉についての交流はすでに
香港と日本の間に起こっていた。多くの
単語を収録した大辞典である Wilhelm 
Lobscheid（1822-1893）の『英中辞典』
（1866年から69年まで香港で印刷され
た）は出版から約10年後、日本でも刻
印版（「和漢」と呼ばれる）が出現した。 
この本に掲載されている言葉のフォーム
は、当時の日本語の語彙に大きな影響
を与えた。 つまり、香港で出版されたこ
の辞書は明治初期の日本語の新概念を
形成したとわかる。

なお、香港と日本の言語交流は言葉の参
考に限らず、英語の学習も繋がっている。
福澤諭吉（1835～1901）の『増訂華英通
語』（1860年）は日本にてよく知られてい
る英語教科書である。それは実は福沢が
アメリカで入手した英語教科書の改訂版
であり、ふりがなを添えて出版されたもの
である。そして『華英通語』（協德堂1855
）は『増訂華英通語』の原書ということは
調査によって判明された。 これも香港と
日本の言語交流の一例であろう。 しか
し、協德堂が香港の書店だかとは不明で
ある。 本研究は香港で出版された『華英
通語』（恒茂、1860年、恒茂はかつて西營
盤であった書店）を『増訂華英通語』と比
較しながら、19世紀の香港と日本の英語
学習経験に注目し、両地の英語教科書の
発音方法の共通点と相違点を検証しよう
とする。
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言語文化セッション

題目

日本、台湾、香港における母語・方言の教育 
政策・実践の比較と今後の展望

発表者

鈴木武生博士
早稲田大学 法学部／ 

跡見学園女子大学 コミュニケーション文化学科
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要旨

「先住民族の権利に関する国際連合宣
言」（2007年）や「ユネスコ危機言語地
図」（2010年）は、言語研究者のみなら
ず、国の言語教育に携わる多くの人々に
深刻な影響を与えた。それは伝統的な
言語遺産の保存・復元にも影響を与え、
多くの国や地域で様々な問題を引き起
こしている。日本、台湾、また香港も複
数の方言（場合によっては異なる固有の
言語も）が高低を区別せずに使用され
ていて、社会言語学のアプローチから
見れば非常に複雑な環境である。今回
の発表は以上の国・地域における言語
教育政策と実際の社会言語状況を比較
し、将来において多言語社会の可能性
の地平を広げようとする。
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言語文化セッション

題目

「香港式日本語」：日本と香港の文化 
交流から生まれたもの

発表者

片岡新博士
香港教育大学 言語学と現代言語学系
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要旨

歴史を振り見ると、日本文化は常に中国
文化の影響を受け、日本語も中国から
多くの言葉を借りていた。明治時代以
降、日本が西洋文化を勉強するところ
で、概念に応じる日本語の訳語が存在
しないため、中国語の形態素を借りて
新造語を作った。 そのような言葉は清
朝末期また民国初期に日本に滞在した
中国人留学生に持ち帰られ、現代中国
語の重要な語彙の一部となった。

周佳榮（2016）によると、例え、「銀行」
（bank）は日本語から来た単語と考え
られたが、実際には1866～1869年に香
港でW.Lobscheidが出版した『英華字
典』に収録されていて、日本語で出現す
るのはその後という。 当時、香港には中
国語で西洋文化を紹介する宣教師が多
く、日本人はそれらの作品を参考して日
本語の語彙を作ったのもおかしくない。
それゆえ、新しい言葉の誕生は常に文化
交流と密接するとわかる。

20世紀半ば以降、テレビドラマ、映画、漫
画、音楽、雑誌などを通じて日本文化が香
港に紹介され、結局として様々な日本語の
言葉は香港に輸入されてきた。 21世紀に
入ると、多くの日本語の言葉は香港におい
ての口語と文語で定着して独特的な変化
が見える。本レポートでは、日本と香港の
文化交流の歴史を振り返った上で、「香港
式日本語」の意味や文法の特徴を検証し
ようとする。



73

題目

香港の広東語による日本語固有名詞の発音

発表者

劉擇明博士
香港教育大学 言語学と現代言語学系

言語文化セッション
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要旨

香港人にとって、日本は人気ある観光地
であり、大事な大衆文化のもとでもあ
る。漢字文化圏であるため、香港人は日
本語ができるかに関わらず、日本の固有
名詞（地名、人名、組織名）に親しんでい
るだろう。本稿は広東語における日本の
固有名詞の固定借用と臨時借用を検討
し、香港の広東語使用者による日本の
固有名詞の借用による問題点と対処法
をまとめよとする。以上の問題、(a)広東
語の内部問題（多音字、変調、下品な表
現の回避）、(b)日本語の漢字問題（旧字
体、新字体、和刻字）、(c)中国語ではな
い日本語の固有名詞の扱い、という3つ
の類型が分類できる。香港の広東語が
日本の固有名詞に対する処理は、簡単

に言えば日本語の構成要素を広東語で読
めるような漢字や英単語に変換すること
である。日本語の発音を無視できない場
合は、日本語本来の音調に関わらず、外国
語の借用語にはよくある6-1-4の音調のよ
うに使用することになる。このような対処
法は日本語の知識に頼らず、日本語がで
きない香港人さえも広東語の文脈のなか
で日本の人物や出来事を語りされ、香港に
おいての日本文化の普及に貢献したと思
う。
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ラウンドテーブル
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講演規則

ラウンドテーブル・セックションの討論時間は90分がある。

冒頭、学生コメンテーター一人あたりの発表時間は8分です。それ以降の議論は
セッションの終わりまでです。

一般観衆はチャットルームで質問をあげることができます。発表者や学生コメン
テーターは質問に答えます。状況によって回答されることもあります。

1

2

3

ラウンドテーブル・セックション
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司会

学生コメンテーター

林少陽教授
香港城市大学 中国語文学・歴史学系

陳燕怡
香港教育大学 文学・文化学系

吳穎濤
大阪大学 言語文化研究科

徐雨霽
香港城市大学 中国語文学・歴史学系

周航屹
中国人民大学 新聞学院／愛知大学

(お名前アルファベット順)

ラウンドテーブル・セックション
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参加者の声

陳燕怡
香港教育大学 文学・文化学系 
博士課程在学

シンポジウムでは、陳智徳先生は南方に
渡来した文人である徐速の『星星之火』
（1952年）や『櫻子姑娘』（1960年）を
例にして、歴史記憶を書くこと、また当
時の自由文芸作品の政治性をめぐる議
論について論じました。 注目すべきは、
陳先生は政治色が強いと言われる『星
星之火』の再版から言いはじめ、1950
年代半ばの台湾と香港の文芸の系譜と
政治をめぐる議論を引き出しました。そ
れは台湾と香港が1950～60年代の間
に現代主義の対話に対する研究の一面
であり、二つの地域の文芸交流におけ
る研究に新たな地平を開くことであり
ます。私は特に興味が深い、さらに研究
価値があると思うのは、日中戦争に生き
た徐がどのようにフィクションによって

個人経験を述べ、歴史を語ることです。本
当に『櫻子姑娘』の序文に書かれたよう
に「客観的、冷静なままで、個人的な感情
を隠す」ができましょうか。 それに基づい
て、1980-90年代の香港の作家の作品を
読み、彼らがアウトサイダーとして歴史記
述のなかで想像力を働かせたこと、（例え
ば、李碧華の『胭脂扣』（1985年）や董啟
章の『永興街興亡史』（1995年）では、作
家が歴史資料を記述材料として用い、想
像とフィクションによる香港の歴史をたど
り、愛情や女の幽霊や化け物の視点から
都市や人々の記憶に介入）、このような記
述は何の文芸意義がありましょう。
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参加者の声

吳穎濤
大阪大学 言語文化研究科 
博士課程在学

学生コメンテーターとしてシンポジウムに参加
したことは、とても有意義な経験でした。シン
ポジウムは、黄英哲先生の基調講演で始まり
ました。黄先生は、中国近代史と台湾文学を
専門とされています。台湾における魯迅の著
作の普及と中国のディアスポラ知識人の歴史
に関する研究は非常に魅力的で、私自身の研
究プロジェクトにも強い影響を与えています。
私自身の論文のテーマは、東アジアと中国語
圏の文学における中国人移民の記述と表現に
ついてであるので、中国のディアスポラ文学者
の伝記に関する綿密な研究は、異なる背景を
持つ人々の足跡や移動の経験を描く上で、非
常に強力な枠組みを与えてくれました。

基調講演では、黄先生は日本における香港の
文化・社会の研究に焦点を当てられました。一
貫したスタイルで、詳細な文献レビューを行っ
ています。その結果、2002年以降、香港にお
けるいくつかの社会運動の結果として、日本の
香港研究の出版物は、特に香港の文化と文学
の分野で、より活気に満ち、より多様化してい
ることが示されました。黄教授は、香港には独
自のクワイアネスがあり、それが中国の伝統
を受け継ぎながらも、現代中国とは全く異な
る姿を見せる文化を生み出していると述べて
います。董啓章の小説『地図集』の翻訳と関連

する学術活動のケーススタディでは、香港の
作家が作品を書く際に政治的・イデオロギー
的な圧力を受けにくいという点で、香港の文学
が中国文学の分野でユニークな地位を占めて
いることを示しています。このようなユニーク
な立場にあるからこそ、少なくとも「香港的視
点」と呼ばれる視点が存在し、中国現代文学
の発展と代替的発展モデルの可能性を再検討
することができるのではないのでしょうか。

基調講演以外では、陳智徳先生の講演が非常
に魅力的でした。彼は、香港文学における歴
史的記憶に焦点を当てました。陳先生によれ
ば、植民地時代の香港で創作されたフィクシ
ョン作品に示された歴史的記憶は、文化的ア
イデンティティとイデオロギーの反映を含んで
いますという。彼の観察によれば、様々な時代
の作家が、時代のニーズに応じて、歴史的記
憶の追憶を文学的な叙情に変え、同時に歴史
的記憶の断片化と矛盾を感じ取り、「歴史」と
「情」（感情、情緒）に関するもう一つの瞑想
を実現していることが示されました。陳先生
が特に注目したのは、香港の作家である徐速
（1924-1981）の1950年代から60年代にかけ
ての著作です。徐速は、冷戦時代にイデオロギ
ーのジレンマに陥り、「右派」の作家というレ
ッテルを貼られることに苛立ちを感じていまし
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たという。このような文明の衝突の時代に置
かれた徐速は、世界の潮流の激変に対する自
分の無力さを示す叙情的な文章に頼るのしか
ありません。

私は、歴史的記憶と個人的記憶の二項対立に
ついて少し論じた研究論文を書いたことがあ
ります。個人の記憶は、歴史的な記憶にならな
い限りに忘れられやすいが、歴史的な記憶に
は集団性の特徴があり、個人の記憶を歪めて
しまう可能性があります。実際、中国の叙情詩
の現代性に関する王徳威教授の研究から、現
代中国における叙情詩は、革命や啓蒙を追求

する文章に対抗するものであることがわかっ
ています。中国の作家たちは、近代という進歩
的なプロジェクトに参加できないとき、自分た
ちの失敗や初心を現すような「叙情」に頼りま
す。このような失敗の記録は、人々が何を期待
し、なぜその期待が現実にならなかったのか
という歴史を教えてくれます。徐速の小説、そ
して香港文学の集積を研究することは、「革命
の歴史」や「好故事」といった壮大な物語に隠
された無数のエピソードを理解するための重
要な事例となりましょう。
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参加者の声

徐雨霽
香港城市大学 中国語文学・歴史学系 
博士課程在学

「香港言語・文学文化国際シンポジウム：日本
と香港」の学生コメンテーターとして参加させ
ていただき、ありがとうございました。 私の博
士課程の研究テーマとはあまり関係がありま
せんが、香港と日本の近代関係についての思
考はアジア研究にとって注目すべきテーマに
違いません。それは中国／地域研究の重要課
題だけではなく、グローバルな視点からの学
術実践でもあります。「日本―台湾」の歴史関
係、即ち50年の日本植民地としての歴史、ある
いは香港のイギリス植民地時代のようによく
研究されていました。それに対して、香港の日
治時期の「3年8ヶ月」についての調査は最近
始まったばかりそうです（例え、『坐困愁城：日
佔香港的大眾生活』、『吞聲忍語：日治時期
香港人的集體回憶』及『濁世消磨：日治時期
香港人的休閒生活』など）。ですが、今回の会
議を通じて勉強になりましたのは（1）香港の

現代や当代文学が日本にての受容と翻訳、ま
た香港の作家（也斯など）が日本について書く
こと、（2）戦時中の日本の舞台劇における香
港や中国の表象、（3）日本語が広東語の環境
にての変形と使用現象、また逆も、以上のこと
です。私はもっとも興味を持つのは、もし日本
現代の知識人（一般社会ではなく）は香港へ
の関心が1997年の返還や近年の社会運動と
繋がれば、その「関心」は自分自身に対応する
物事があるだろう。文学、文化、さらに言語の
面から見れば、香港と日本のつながりと交流
は途切れたことがなく、今までも様々な形で互
いに相手の認識に影響を与えています。日本
と香港から始まるアジア地域の間の共鳴は注
目される価値があるはずです。それを私たちに
注意させられることこそは今回の会議のイント
ではないでしょうか。
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参加者の声

周航屹
中国人民大学・新聞学院／愛知大学・中国研究科 
博士課程在学

香港教育大学が開催した「香港言語・文学文
化国際シンポジウム：日本と香港」を参加した
ことで、かなり勉強になりました。感想につい
て以下三つがあります。

１）学術史の回顧の実演：黄英哲先生は基調
講演の「過去20年間の日本学術界が香港の文
化・文学に対する理解」で、香港に関する日本
学術研究を回顧して、香港文学と文化への認
識またその変化を明らかにしました。歴史を
総合的な理解したことによって、シンポジウム
のテーマの学術文脈を把握することででき、
発表内容や討論をもっと容易に理解させてい
ただきました。

２）中国本土の経験の紹介： 今回のテーマは
日本と香港の中心に展開されていますが、そ
の間の文学や文化上の相互作用をよりうまく
説明するため、中国本土（特に上海）の例が参
考できると思います。 例えば、香港文学が日
本学術界の視点から見られることと、中国大
陸の文学香港文学が日本学術界の視点から
見られることは、なんの共通点あるいは相違
点がありましょうか。それはなんの原因があ
りましょうか。さらに、日本について書かれた
香港文学の作品は何の日本学者や作家から
影響を受けたのでしょうか。上海を言いれば、
小説家と新聞編集者の包天笑のことを思い出
しました。包氏は上海から日本へ考察しに行
き、1948年に台湾に渡り、そして香港にずっと
定住しました。包氏を事例にすると、中国文学

文化における時間と場所の越境性、その変と
不変を議論することができると思います。

３）卑俗と風雅、文学-コミュニケーションの
弁証：黄先生が正反対の概念を引用したこと
に気付いました。黄先生は研究者の金文京の
「木魚書」を例に挙げ、中国本土では異端と
扱われる大衆文学は植民地時代の香港の異
形な文化状態を象徴すると考えました。そし
て、作家の董啟章によると、香港文学が商業主
義、大衆文化や政治権力に侵食されずに、純
粋性を今まで保つことができるという。その「
純粋性」は多元、東西の価値や新旧の物事の
共生、大衆主義の繁栄などを示します。金氏
と董氏が「卑俗」に対する考えは正反対であ
り、後者は文学の「卑俗」な発信環境を無視
しました。私は香港文学の純文学性と風雅さ
を否定するのではなく、ただ文学が必ず孤立
の存在ではないということを強調したいと思
います。もし、文学が作者の個人創作だけでは
なく、読者の参加も必要ということを同意すれ
ば、文学作品は読者の頭に忍び込むのより、出
版、印刷、流通、また閲読などのようなコミュ
ニケーション過程が決して抜けられないことは
間違いだろう。さらに、人間の社会関係とコミ
ュニケーション過程と連動し、異なる文学のコ
ミュニケーションは異なる社会関係を構築す
るのになります。それのようなプロセスから因
子ひとつを抜けても予測不能になるだろう。香
港文学でも例外ではありません。
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参加者の声

蘇柳朱
東京大学 総合文化研究科 
修士課程在学

こんにちは、蘇柳朱と申します。現在、東京大
学大学院総合文化研究科在学、専攻は言語情
報科学です。私は広西で育ち、現在はチワン
族の言語と古代チワン族の文字を研究してい
ます。

感想文を書かせていただき、研究センターに
感謝します。言語学専攻の私は片岡先生が発
表した香港や台湾などの地域においての日本
語の外来語の統計について、深い感銘を受け
ました。私、そして友人たちも香港は「親英」、
台湾は「親日」と思い込み、台湾が日本語の言
葉をたくさん借りたそうだと思っていました。
しかし、台湾などの地域と比べて、まさに香港
のニュースのほうが「放題」などの言葉をより
頻繁に使用しています。今後の研究において、
既成概念にとらわれず、物事を当たり前のよう
にしないように注意します。

それで、多くの食をテーマにした香港小説が日
本語に翻訳されるという現象は取り上げられ
ました。翻訳そのものは翻訳者自身が決める
ものですが、社会背景や文化の違いにより、
関心も多少ズレがあります。私たちにとって当
たり前のこととしても、他の人にとって聞いたこ
ともないということも十分ありましょう。その
ため、相手の文化を積極的に学ぶことで、自分
の文化をもっとうまくアピールすることができ
るのではないかと考えます。 私は将来、日本
でチワン語と文化を広めたいと思います。その
ために日本の文化をより深く知ることが重要
です。 さらに、論文を書く、出版するときも、読
者の気持ちに配慮すべき、関連知識を説明す
ることが重要です。指導の吉川先生の教えを
思い出しました。

発表してくださった先生たちが香港の言語と文
化に対する熱意を感じて、私はチワン族の言語
と文化の研究の道を歩む決意をより固めまし
た。私も先生たちのような優秀な学者になれ
るように努力します。
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参加者の声

黃冠翔博士
香港教育大学 文学・文化学系／香港教育大学 中国文学文化研究センター 
博士研究員

司会、そして参加者皆さん、こんにちは。台湾
からの黄冠翔と申します。現在香港教育大学
に博士研究員を務めています。本日の発表が
興味深い内容がたくさんあり、大変勉強になり
ました。特に黄英哲先生が日本における香港
文学の研究概論、及び他の発表者が言及した
香港文学の普及と翻訳の問題に対して、私は
特別な文学史ケースを取り上げたいと思いま
す。

台湾作家の邱永漢は、1948年の台湾独立運
動に参加したことで政府に指名手配されたた
め、香港に亡命しました。1954年に日本に移
住、1955年8月から11月にかけて「大衆文学」
に『香港』を執筆、さらに日本文学賞のトップ
の一つである直木賞（第34回）を外国人作家
として初めて受賞しました。1956年6月に近代
生活社によって『香港』の単行本は出版されま
した。しかし、その後、邱はビジネスや起業に
転じ、日本や台湾では「投資や経営の神様」と
認識され、文学の貢献はあまり注目されていま
せんでした。

異例でありながら、1950年代の日本文学界は
邱永漢と彼の作品をどのように捉えていたの
でしょうか。これは当時の日本文学界がいか
にこのような外国人作家を受け入れたこと、ま
た彼の小説を通して香港を認識することと繋
がると思います。さらに、当時の日本社会はど
のように香港のことを想像することにも関わり
ましょう。 邱が台湾の出身、香港の経験、日
本に受け入れられる過程、かつ文学賞を受賞
したこと、それ以上のことは複雑な文学文化や
東アジアの情勢、さらに香港文学についての
越境と受容に関わるはずです。1980年代から
1990年代にかけて、香港返還問題のきっかけ
で日本の学界には香港研究ブームが発生し、
多くの研究書籍も出版されました。邱永漢の
例は私たちに思考の切り口をくださり、日本文
学と香港文学の文学交流史に対する討論を少
なくとも1950年代までに前倒しすることがで
きるだろう。これは興味深い研究テーマとなる
と思います。
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集合写真

谷明月博士

黃英哲教授

黃淑嫻教授

葉倬瑋博士

韓燕麗教授

雜賀廣海博士 
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ラウンドテーブル

陳智德博士  

鈴木武生博士   

劉擇明博士

吉川雅之教授 

片岡新博士 
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